
同
窓
会

会
長

梅
田

清
永

平
成
２
６
年
６
月
の
同
窓
会
定
期
総

会
に
お
い
て
会
長
に
選
任
さ
れ
、
今
年

６
月
７
日(

日)

の
同
窓
会
定
期
総
会
を

経
て
、
同
窓
会
会
長
と
し
て
２
年
目
に

入
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
窓
会
会
員

の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
諸
先
輩
方
の
ご

協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
活
動
に
お
い
て
常
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
課
題
は

一
．
同
窓
生
が
一
万
人
を
超
え
た
に
も

拘
わ
ら
ず
、
同
窓
会
員
が
少
な
く
、
年
々

同
窓
会
費
の
納
入
額
が
減
少
し
て
い
る

こ
と

二
．
新
卒
業
生
の
同
窓
会
加
入
数
が
少

な
い
こ
と

三
．
同
窓
会
幹
事
に
若
手
が
少
な
い
こ

と
（
若
手
の
参
加
を
募
り
ま
す
・
・
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
）

こ
の
よ
う
な
問
題
解
決
に
、
役
員
一
同
、

叡
智
を
絞
っ
て
い
ま
す
。
何
か
良
い
方

策
が
あ
れ
ば
、
ご
遠
慮
な
く
同
窓
会
事

務
局
ま
で
御
提
案
戴
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

一
方
、
良
い
い
こ
と
の
一
つ
は
、
在

校
生
に
対
し
卒
業
生
の
体
験
に
基
づ
き
、

進
路
や
仕
事
選
び
の
参
考
と
な
る
よ
う
、

学
校
の
授
業
時
間
の
一
部
と
し
て
１
年

に
１
度
、
定
期
的
に
『
講
演
会
』
を
実

施
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
初
回
は
平
成

２
０
年
１
２
月
に
実
施
さ
れ
既
に
８
回

を
数
え
ま
し
た
。
第
９
回
は
平
成
２
７

年
１
２
月
２
４
日(
木)
１
０
時
か
ら
本

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

さ
て
、
皆
様
も
ご
承
知
の
と
お
り
、

我
が
母
校

東
京
都
立
中
野
工
業
高
等

学
校
が
昭
和
２
１
年
４
月
中
野
区
桃
園

町
に
、
東
京
都
立
農
業
工
業
学
校
と
し

て
創
設
さ
れ
て
７
０
年
の
月
日
を
経
過

し
ま
し
た
。

我
々
同
窓
会
役
員
と
し
て
創
立
７
０
周

年
記
念
行
事
つ
い
て
、
先
般
来
か
ら
学

校
側
に
意
向
を
問
う
て
来
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
学
校
側
か
ら
支
援
要
請
の
呼

び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
９
月
１
０
日

(

木)

学
校
側
（
校
長

鴻
野
先
生
・
副

校
長

神
谷
先
生
・
関
係
教
職
員
・
事

務
局
員
）
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
同
窓
会
（
会
長

梅
田
・
副
会
長

島
田
・
事
務
局
長

田
中
・
事
務
局
次
長

塚
田
・
副
会

長

海
野
は
交
通
事
情
に
よ
り
欠
席
）

と
第
１
回
準
備
委
員
会
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会

が
協
力
し
、
成
功
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

同
窓
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
詳
細

は
役
員
会
で
審
議
し
推
進
し
て
行
き
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

学
校
長

鴻
野

誠

本
年
度
４
月
よ
り
、
佐
々
木

哲
前

校
長
の
後
任
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し

た
鴻
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
、

本
校
の
教
育
に
格
別
な
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
本
校
に
着
任
す
る
ま
で
は
、

特
別
支
援
学
校
の
副
校
長
、
東
京
都
教

育
庁
指
導
部
、
東
京
都
東
部
学
校
経
営

支
援
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
教
育
庁
人
事

部
に
身
を
置
き
、
主
に
教
職
員
の
指
導

行
政
・
人
事
行
政
に
関
す
る
職
務
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

工
業
高
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
東
京

都
立
砧
工
業
高
等
学
校
（
現
東
京
都
立

世
田
谷
総
合
高
等
学
校
）

に
１
０
年
程
勤
務
し
た
経
験
か
ら
、
本

校
に
来
て
生
徒
と
会
っ
た
と
き
は
、
何

か
と
て
も
懐
か
し
く
感
じ
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
６

月
に
九
段
下
で
行
わ
れ
た
本
校
同
窓
会

総
会
に
参
加
さ
せ
た
い
た
だ
き
、
あ
い

さ
つ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
際
に
は
、
皆
様
方
か
ら
、
学
生
時
代

の
様
子
、
当
時
の
大
学
進
学
、
就
職
の

状
況
、
学
校
の
校
風
な
ど
、
様
々
な
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

現
在
の
本
校
の
教
育
に
対
す
る
熱
い
思

い
や
期
待
、
学
校
行
事
、
部
活
動
な
ど

へ
の
支
援
に
関
し
て
お
伝
え
い
た
だ
き
、

大
変
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
よ
う
な
同
窓
会
の
皆
様
方
か
ら

の
、
本
校
に
対
す
る
熱
い
思
い
や
期
待

の
応
え
る
た
め
、
現
在
、
教
職
員
が
一

致
協
力
し
て
生
徒
の
人
間
的
成
長
を
期

し
て
日
々
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る

1

同
窓
会
会
報
平
成
二
十
七
年
秋
号

創
立
七
十
周
年
に
向
け
て

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
二
日

（
土
）
挙
行
予
定
で
準
備
に
入

り
ま
し
た

同
窓
会
の
皆
様
方
へ
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所
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
書
面
を
と
お
し
て
、

本
校
の
学
校
経
営
計
画
の
一
端
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
の
目
指
す
学
校
、
取
り
組
み
、
将

来
像
な
ど
に
つ
い
て
同
窓
会
の
皆
様
方

に
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

１

目
指
す
学
校

「
本
校
は
企
業
等
へ
の
就
職
を
目
指

す
学
校
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
『
あ

い
さ
つ
を
大
事
に
し
て
職
業
人
と
し
て

の
立
ち
居
振
る
舞
い
が
で
き
る
生
徒
』
、

『
就
職
試
験
に
合
格
で
き
る
学
力
の
定

着
』
を
育
成
目
標
と
し
て
掲
げ
、
総
合

技
術
科
の
特
色
を
生
か
し
て
、
教
職
員

が
学
習
指
導
、
進
路
指
導
、
生
活
指
導

等
に
組
織
的
に
取
り
組
む
学
校
を
目
指

す
。
」

職
業
人
と
し
て
必
要
な
確
か
な
学
力

を
身
に
付
け
、
厳
し
く
も
粘
り
強
い
生

活
指
導
を
行
い
、
正
社
員
と
し
て
社
会

の
中
で
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

２

今
年
度
の
重
点
目
標

（
ア
）
中
途
退
学
者
対
応
と
規
範
意
識

の
向
上

東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
規
範
意
識

向
上
推
進
モ
デ
ル
校
の
指
定
を
受
け
、

中
途
退
学
者
対
応
と
規
範
意
識
の
関
す

る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

（
イ
）
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

中
小
企
業
振
興
公
社
や
、
中
野
区
商

工
会
議
所
と
の
連
携
で
企
業
見
学
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
企
業
開
拓
、
就
職

活
動
等
を
進
め
、
３
年
間
の
系
統
的
な

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

（
ウ
）
生
徒
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
支
援

資
格
取
得
の
取
組
、
部
活
動
の
大
会

参
加
、
研
究
発
表
大
会
へ
の
参
加
、
地

域
の
行
事
参
加
な
ど
、
失
敗
を
恐
れ
ず

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
取
組
を
進
め
、
生

徒
の
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

（
エ
）

教
員
の
授
業
力
向
上

授
業
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
し
た
授
業
な
ど
、
授
業
環
境
の

整
備
と
教
員
相
互
に
よ
る
授
業
研
究
に

よ
り
教
員
の
授
業
力
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

３

本
校
の
将
来
像

（
ア
）
教
育
課
程
の
創
造

本
校
に
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
食
品

工
業
科
目
、
工
業
化
学
科
目
、
機
械
科

目
の
特
色
を
出
し
な
が
ら
、
電
気
関
係

等
の
新
た
な
科
目
導
入
、
学
科
改
編
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
イ
）
校
舎
の
改
築

東
京
都
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
旧

中
野
区
立
第
六
中
学
校
跡
地
を
中
野
区

か
ら
譲
り
受
け
、
敷
地
を
拡
大
し
、
平

成
３
７
年
完
成
を
目
途
に
全
面
的
な
改

築
計
画
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

現
在
、
東
京
都
の
工
業
高
校
に
は
、

「
も
の
づ
く
り
」
に
興
味
関
心
の
あ
る

生
徒
の
ほ
か
、
学
習
面
、
生
活
面
等
、

様
々
な
支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
入
学
し

て
く
る
生
徒
を
３
年
間
の
工
業
高
校
の

教
育
で
育
て
、
産
業
界
か
ら
求
め
ら
れ

る
優
位
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ

と
は
、
東
京
都
の
工
業
高
校
の
使
命
で

あ
り
、
本
校
が
目
指
す
学
校
で
も
あ
り

ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
学
校
の
実
現
に
向
け

て
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
同
窓
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
今
後
も
本
校
の
教
育
に
対
す
る

ご
理
解
・
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
明
日
の
職
業
人
を
育
て

る
た
め
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
を
お
願
い
し
て
、
あ
い
さ
つ
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
校
長

神
谷

画
歩

今
年
度
副
校
長
と
し
て
本
校
に
着
任

し
た
神
谷
で
す
。
同
窓
会
に
お
か
れ
ま

し
て
は
体
育
祭
記
念
品
の
受
贈
、
１
２

月
の
学
校
講
演
会
、
さ
ら
に
梅
田
会
長

に
は
来
年
度
に
と
り
行
わ
れ
る
７
０
周

年
記
念
式
典
の
準
備
委
員
会
実
行
委
員

長
を
快
諾
い
た
だ
く
な
ど
、
本
校
の
教

育
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

私
の
着
任
ま
も
な
く
同
窓
会
梅
田
会

長
を
初
め
役
員
の
方
々
よ
り
卒
業
後
の

進
路
や
、
本
校
へ
の
「
思
い
」
を
込
め

た
熱
い
お
話
し
を
聞
く
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
の
卒
業
後

の
進
路
は
多
岐
に
渡
り
、
我
が
国
の
産

業
振
興
に
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

銘
い
た
し
ま
し
た
。
工
業
教
育
の
可
能

性
の
広
さ
と
70
年
間
の
歴
史
の
重
み
が

現
在
の
中
工
を
支
え
て
い
る
ん
だ
と
真

に
感
じ
ま
し
た
。

私
は
初
任
、
２
校
目
と
工
業
教
育
に

携
わ
り
、
初
任
の
こ
ろ
に
は
「
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
」
を
生
徒
に
伝
え
ら
れ

2

中
野
工
業
高
校
に
つ
い
て
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所
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
書
面
を
と
お
し
て
、

本
校
の
学
校
経
営
計
画
の
一
端
を
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
の
目
指
す
学
校
、
取
り
組
み
、
将

来
像
な
ど
に
つ
い
て
同
窓
会
の
皆
様
方

に
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

１

目
指
す
学
校

「
本
校
は
企
業
等
へ
の
就
職
を
目
指

す
学
校
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
『
あ

い
さ
つ
を
大
事
に
し
て
職
業
人
と
し
て

の
立
ち
居
振
る
舞
い
が
で
き
る
生
徒
』
、

『
就
職
試
験
に
合
格
で
き
る
学
力
の
定

着
』
を
育
成
目
標
と
し
て
掲
げ
、
総
合

技
術
科
の
特
色
を
生
か
し
て
、
教
職
員

が
学
習
指
導
、
進
路
指
導
、
生
活
指
導

等
に
組
織
的
に
取
り
組
む
学
校
を
目
指

す
。
」

職
業
人
と
し
て
必
要
な
確
か
な
学
力

を
身
に
付
け
、
厳
し
く
も
粘
り
強
い
生

活
指
導
を
行
い
、
正
社
員
と
し
て
社
会

の
中
で
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

２

今
年
度
の
重
点
目
標

（
ア
）
中
途
退
学
者
対
応
と
規
範
意
識

の
向
上

東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
規
範
意
識

向
上
推
進
モ
デ
ル
校
の
指
定
を
受
け
、

中
途
退
学
者
対
応
と
規
範
意
識
の
関
す

る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

（
イ
）
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

中
小
企
業
振
興
公
社
や
、
中
野
区
商

工
会
議
所
と
の
連
携
で
企
業
見
学
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
企
業
開
拓
、
就
職

活
動
等
を
進
め
、
３
年
間
の
系
統
的
な

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

（
ウ
）
生
徒
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
支
援

資
格
取
得
の
取
組
、
部
活
動
の
大
会

参
加
、
研
究
発
表
大
会
へ
の
参
加
、
地

域
の
行
事
参
加
な
ど
、
失
敗
を
恐
れ
ず

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
取
組
を
進
め
、
生

徒
の
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

（
エ
）

教
員
の
授
業
力
向
上

授
業
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
し
た
授
業
な
ど
、
授
業
環
境
の

整
備
と
教
員
相
互
に
よ
る
授
業
研
究
に

よ
り
教
員
の
授
業
力
の
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

３

本
校
の
将
来
像

（
ア
）
教
育
課
程
の
創
造

本
校
に
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
食
品

工
業
科
目
、
工
業
化
学
科
目
、
機
械
科

目
の
特
色
を
出
し
な
が
ら
、
電
気
関
係

等
の
新
た
な
科
目
導
入
、
学
科
改
編
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
イ
）
校
舎
の
改
築

東
京
都
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
旧

中
野
区
立
第
六
中
学
校
跡
地
を
中
野
区

か
ら
譲
り
受
け
、
敷
地
を
拡
大
し
、
平

成
３
７
年
完
成
を
目
途
に
全
面
的
な
改

築
計
画
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

現
在
、
東
京
都
の
工
業
高
校
に
は
、

「
も
の
づ
く
り
」
に
興
味
関
心
の
あ
る

生
徒
の
ほ
か
、
学
習
面
、
生
活
面
等
、

様
々
な
支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
入
学
し

て
く
る
生
徒
を
３
年
間
の
工
業
高
校
の

教
育
で
育
て
、
産
業
界
か
ら
求
め
ら
れ

る
優
位
な
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
こ

と
は
、
東
京
都
の
工
業
高
校
の
使
命
で

あ
り
、
本
校
が
目
指
す
学
校
で
も
あ
り

ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
学
校
の
実
現
に
向
け

て
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
同
窓
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
今
後
も
本
校
の
教
育
に
対
す
る

ご
理
解
・
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
明
日
の
職
業
人
を
育
て

る
た
め
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
を
お
願
い
し
て
、
あ
い
さ
つ
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副
校
長

神
谷

画
歩

今
年
度
副
校
長
と
し
て
本
校
に
着
任

し
た
神
谷
で
す
。
同
窓
会
に
お
か
れ
ま

し
て
は
体
育
祭
記
念
品
の
受
贈
、
１
２

月
の
学
校
講
演
会
、
さ
ら
に
梅
田
会
長

に
は
来
年
度
に
と
り
行
わ
れ
る
７
０
周

年
記
念
式
典
の
準
備
委
員
会
実
行
委
員

長
を
快
諾
い
た
だ
く
な
ど
、
本
校
の
教

育
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

私
の
着
任
ま
も
な
く
同
窓
会
梅
田
会

長
を
初
め
役
員
の
方
々
よ
り
卒
業
後
の

進
路
や
、
本
校
へ
の
「
思
い
」
を
込
め

た
熱
い
お
話
し
を
聞
く
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
の
卒
業
後

の
進
路
は
多
岐
に
渡
り
、
我
が
国
の
産

業
振
興
に
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

銘
い
た
し
ま
し
た
。
工
業
教
育
の
可
能

性
の
広
さ
と
70
年
間
の
歴
史
の
重
み
が

現
在
の
中
工
を
支
え
て
い
る
ん
だ
と
真

に
感
じ
ま
し
た
。

私
は
初
任
、
２
校
目
と
工
業
教
育
に

携
わ
り
、
初
任
の
こ
ろ
に
は
「
も
の
づ

く
り
の
楽
し
さ
」
を
生
徒
に
伝
え
ら
れ

2

中
野
工
業
高
校
に
つ
い
て

れ
ば
よ
い
と
の
考
え
て
い
た
も
の
で
し

た
。
同
じ
工
業
科
の
先
輩
か
ら
は
「
工

業
の
教
員
は
生
徒
を
社
会
で
活
躍
で
き

る
人
材
に
育
て
就
職
さ
せ
て
こ
そ
一
人

前
」
と
自
分
の
職
責
に
対
す
る
認
識
の

甘
さ
を
戒
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
自
分
自
身
振
り
返
っ
て
も
の
づ
く

り
す
べ
て
を
楽
し
め
た
わ
け
で
は
な
く
、

や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
辛
い
作
業
こ

そ
が
現
在
の
自
分
を
育
て
形
作
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

現
在
、
本
校
は
挨
拶
、
公
共
マ
ナ
ー

な
ど
就
職
後
に
必
要
な
社
会
人
基
礎
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
、
資
格
取
得
、
部

活
動
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
本
校
の
重

要
課
題
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

専
門
的
な
「
も
の
づ
く
り
を
」
教
え
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
総
合

的
で
実
践
的
な
「
も
の
づ
く
り
で
」
社

会
人
基
礎
力
を
身
に
着
け
さ
せ
る
と
い

う
発
想
を
も
ち
な
が
ら
教
育
課
程
を
デ

ザ
イ
ン
す
れ
ば
本
校
な
ら
で
は
の
教
育

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
校
の
校
舎
、
施
設
設
備
の
老

朽
化
に
伴
い
改
築
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

本
校
に
お
け
る
次
の
10
年
後
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
鋭
意
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

前
任
の
佐
々
木
校
長
、
豊
岡
副
校
長

が
築
き
上
げ
て
き
た
学
校
運
営
体
制
を

鴻
野
校
長
と
と
も
に
引
継
ぐ
中
で
同
窓

会
の
皆
様
に
は
こ
の
よ
う
な
本
校
の
現

状
及
び
課
題
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
今
後
も
本
校
の
学
校
経
営
に
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

27
年
度
PTA
会
長

高
田

淳
子

早
い
も
の
で
、
中
野
工
業
高
校
に
か
か

わ
り
３
年
目
と
な
り
、
親
子
と
も
卒
業

年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
中
工
祭

参
加
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
度
は
、
同
窓
会
会
報
に
寄
稿
さ

せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

か
ね
て
よ
り
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
深
い
親
交
を

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
も
子
供
た
ち
の
活
動
と
と
も
に

学
校
行
事
な
ど
、
折
り
に
ふ
れ
同
窓
会

の
皆
様
よ
り
お
声
か
け
い
た
だ
く
こ
と

で
学
校
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
三
位
一

体
と
な
っ
た
連
携
体
制
を
築
き
上
げ
て

こ
ら
れ
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
半

が
経
ち
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
惨
状
に

つ
い
て
は
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
記
憶

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
３
０
年
の
間
に
７
０%

も
の

確
立
で
こ
の
東
京
に
も
直
下
型
大
地
震

が
起
こ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
て
、
防
災

は
喫
緊
の
課
題
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
も

な
り
ま
し
た
。

お
り
し
も
、
東
京
都
は
全
世
帯
に
対

し
、
「
東
京
防
災
」
と
い
う
家
庭
で
備

え
る
防
災
や
発
災
時
の
対
応
方
法
に
つ

い
て
わ
か
り
易
く
解
説
し
た
冊
子
を
配

布
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る
た
め

に
具
体
的
な
手
立
て
に
つ
い
て
示
し
、

広
く
都
民
に
対
し
積
極
的
に
危
機
意
識

を
喚
起
さ
せ
て
い
ま
す
。

で
は
、
肝
心
の
中
野
工
業
高
校
の
子

供
た
ち
や
親
世
代
の
震
災
に
対
す
る
防

災
意
識
は
ど
の
程
度
育
ま
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
防
災
に
関
す
る
情
報
は
数
多
く
発
信

さ
れ
、
「
知
っ
て
い
る
」
こ
と
は
増
え

ま
し
た
が
、
平
穏
な
日
常
の
中
で
家
族

で
「
命
の
守
り
か
た
」
に
つ
い
て
話
題

に
す
る
こ
と
は
減
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

1
0
月
に
は
宿
泊
防
災
訓
練
が
と
り

行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
P
T
A
と

し
て
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
「
命
を
守
る
」
当
事
者

と
し
て
防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
よ
い

機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
の
活
動
の
様
子
や
、
同
窓
生

同
志
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
本
会

報
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
又
同
窓
会

の
様
子
は
母
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
同

窓
会
の
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

同
窓
会
活
動
資
金
と
し
て
同
窓
会
各

年
度
（
毎
年
）
の
会
費
二
千
円
の
納
入

を
お
願
い
致
し
て
お
り
、
毎
年
多
く
の

方
々
よ
り
賛
同
を
戴
い
て
お
り
ま
す
が

ま
だ
ま
だ
少
数
で
す
。
約
一
万
五
百
名

の
同
窓
生
の
通
信
費
、
母
校
の
部
活
動

等
の
支
援
に
資
金
が
必
要
で
す
。
諸
般

の
事
情
を
ご
賢
察
の
上
、
同
窓
会
会
員

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
種
お
知

ら
せ
の
際
、
同
封
の
払
込
取
扱
票
に
て

「
会
費
二
千
円
」
を
納
入
し
て
下
さ
る

様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
住
所
移
転
の
際
に
は
是
非
と

も
事
務
局
ま
で
ご
一
報
下
さ
る
様
お
願

い
致
し
ま
す
。

現
在
、
同
窓
生
の
住
所
の
追
跡
調
査

を
し
て
お
り
ま
す
。
同
期
・
ク
ラ
ス
に

関
係
な
く
同
窓
生
の
所
在
が
分
か
る
方

は
ご
本
人
の
了
承
を
得
て
か
ら
ご
一
報

下
さ
る
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
合
せ
先
事
務
局
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中
野
工
業
高
校
の
防
災

意
識
に
つ
い
て

事
務
局
よ
り
の
お
願
い
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第
九
回
目
と
成
る
同
窓
生
に
よ
る
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

平
成
27
年
12
月
24
日
（
土
）

午
前
10
時
よ
り

場
所

母
校
体
育
館

講
師

第
9
期
機
械
科
卒
業
の

吉
原
忠
一
様

演
題

職
に
於
け
る
国
語
・
算
数
・

理
科
・
社
会

参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
事
務
局
ま

で
ご
一
報
下
さ
い
。

連
絡
先

事
務
局

田
中
正
二

Tel
：
0
4-

2
9
5
8-

4
9
6
8

Fax
:
0
4-

2
9
5
8-

9
7
2
9

E
-
m
a
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：m
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n
k
3
7
@n
i
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t
y
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o
m

1
7
F
A

田
代

和
男

毎
年
、
同
窓
会
事
務
局
か
ら
、
同
窓

会
会
報
な
ど
や
、
総
会
の
お
知
ら
せ
な

ど
に
触
れ
る
た
び
に
、
中
工
生
だ
っ
た

頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
自
分
に
も
、

楽
し
い
、
高
校
生
だ
っ
た
頃
が
あ
っ
た

ん
だ
よ
な
～
と
一
人
、
懐
か
し
ん
で
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
、
受
け
止
め
方
が
、

少
し
違
い
ま
し
た
。

来
年
の
3
月
で
、
昭
和
41
年
の
卒
業

か
ら
、
満
50
年
を
迎
え
る
、
節
目
に
あ

た
る
し
、
同
級
生
が
風
の
た
よ
り
で
、

死
ん
で
し
ま
っ
た
と
の
、
訃
報
が
届
い

た
り
。
夢
見
に
、
旧
友
た
ち
と
の
、
東

北
地
方
へ
の
、
修
学
旅
行
の
楽
し
か
っ

た
思
い
出
の
夢
を
見
た
り
し
て
、
49
年

前
に
別
れ
分
か
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ま
ま
で
、
一
度
も
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し

て
な
い
、
食
品
工
業
科
17
Ｆ
Ａ
44
名
の

仲
間
に
、
む
し
ょ
う
に
会
い
た
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
自
分
が
、
ク
ラ
ス
会
の
幹

事
を
か
っ
て
に
拝
命
し
て
、
ク
ラ
ス
会

を
開
催
す
る
こ
と
を
企
て
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
50
年
近
く
経
つ
ま
で
、
音

信
不
通
に
し
て
い
た
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

の
連
絡
先
が
ま
っ
た
く
、
判
ら
ず
状
態

で
、
思
案
し
て
、
同
窓
会
事
務
局
の
田

中
様
に
、
ク
ラ
ス
会
を
50
年
ぶ
り
に
、

第
1
回
の
ク
ラ
ス
会
を
開
き
た
い
と
思

う
の
だ
け
ど
、
17
FA
の
生
き
て
い
る
名

簿
が
な
い
か
、
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、

こ
こ
ろ
よ
く
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
10

名
程
の
古
い
、
名
簿
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
、
名
簿
を
た
よ

り
に
、
電
話
を
掛
け
て
、
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
ひ
と
づ
て
に
、
10
名
の
現
住
所

と
、
電
話
番
号
を
確
保
す
る
こ
と
が
、

で
き
ま
し
た
の
で
、
平
成
27
年
10
月
6

日
（
火
曜
日
）
午
後
1
時
に
、
新
宿
駅

中
央
東
口
徒
歩
3
分
に
あ
る
『
椿
屋
珈

琲
店
』
に
落
ち
合
う
事
と
し
ま
し
た
。

何
人
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま

だ
、
全
容
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
集
ま
っ

た
旧
友
た
ち
と
、
資
料
を
持
ち
寄
り
、

手
分
け
し
て
、
音
信
不
通
に
な
っ
て
い

る
、
友
人
た
ち
の
掘
り
起
こ
し
も
、
是

非
し
た
い
も
の
だ
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
中
工
に
入
学
し

た
と
き
に
、
大
き
な
、
出
来
事
に
遭
遇

し
た
こ
と
を
、
改
め
て
思
い
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
団
塊
の
世
代
で
あ
り
、

男
女
平
等
の
教
育
を
受
け
た
申
し
子
が
、

工
業
高
校
と
い
う
、
男
の
牙
城
の
硬
い

鉄
の
扉
を
こ
じ
開
け
て
、
17
期
食
品
工

業
科
に
全
校
で
た
っ
た
一
人
だ
け
の
、

女
子
生
徒
し
て
入
学
し
て
き
た
の
で
す
。

そ
の
人
は
、
ほ
ん
と
に
、
小
さ
く
て
、

可
愛
ら
し
い
、
17
FB
在
籍
の
旧
姓
・
守

田
桂
子
君
で
し
た
。
こ
の
、
守
田
君
の

入
学
が
、
呼
び
水
と
な
り
、
そ
の
翌
年

か
ら
、
女
子
生
徒
が
、
ぞ
く
ぞ
く
と
入

学
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

男
ば
か
り
の
工
業
高
校
か
ら
、
男
女
共

学
の
工
業
高
校
へ
様
変
わ
り
し
た
、
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
、
私
た
ち
17
期
食

品
工
業
科
在
籍
者
は
か
か
わ
っ
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
守
田
君
の
単
身
女

子
入
学
の
決
意
、
動
機
や
、
そ
の
後
の

学
園
生
活
の
苦
労
話
な
ど
を
、
是
非
聞

く
機
会
も
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。私

た
ち
の
年
代
は
、
仕
事
一
筋
の
生

き
方
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
、
リ
タ
イ
ア
し

て
、
年
金
暮
ら
し
で
、
ほ
そ
ぼ
そ
と
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
入
り

口
に
、
さ
し
か
か
っ
て
い
る
も
の
と
お

も
わ
れ
ま
す
が
、
い
ま
す
こ
し
、
元
気

の
う
ち
に
、
中
工
時
代
の
友
達
と
語
ら

い
、
青
春
時
代
を
思
い
お
こ
し
、
パ
ワ
ー

を
再
注
入
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
、
険
し

い
老
後
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
、

願
っ
て
い
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
17
FA
の
名
簿

発
掘
の
手
が
か
り
を
下
さ
っ
た
、
同
窓

会
事
務
局
の
田
中
正
二
様
に
謹
ん
で
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
石
油
会
社
の
も
と
に
半
世
紀
」
、

８
M
A

樋
口

豊

同
窓
生
に
よ
る
講
演
会
が
三
年
ぶ
り

に
再
開
さ
れ
、
三
月
十
一
日
三
百
余
名

4

講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

中
工
を
卒
業
し
て
か
ら
、
50
年

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

第
七
回
講
演
会
開
催
さ
れ
る
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第
九
回
目
と
成
る
同
窓
生
に
よ
る
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

平
成
27
年
12
月
24
日
（
土
）

午
前
10
時
よ
り

場
所

母
校
体
育
館

講
師

第
9
期
機
械
科
卒
業
の

吉
原
忠
一
様

演
題

職
に
於
け
る
国
語
・
算
数
・

理
科
・
社
会

参
加
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
事
務
局
ま

で
ご
一
報
下
さ
い
。

連
絡
先

事
務
局

田
中
正
二
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F
A

田
代

和
男

毎
年
、
同
窓
会
事
務
局
か
ら
、
同
窓

会
会
報
な
ど
や
、
総
会
の
お
知
ら
せ
な

ど
に
触
れ
る
た
び
に
、
中
工
生
だ
っ
た

頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
自
分
に
も
、

楽
し
い
、
高
校
生
だ
っ
た
頃
が
あ
っ
た

ん
だ
よ
な
～
と
一
人
、
懐
か
し
ん
で
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
、
受
け
止
め
方
が
、

少
し
違
い
ま
し
た
。

来
年
の
3
月
で
、
昭
和
41
年
の
卒
業

か
ら
、
満
50
年
を
迎
え
る
、
節
目
に
あ

た
る
し
、
同
級
生
が
風
の
た
よ
り
で
、

死
ん
で
し
ま
っ
た
と
の
、
訃
報
が
届
い

た
り
。
夢
見
に
、
旧
友
た
ち
と
の
、
東

北
地
方
へ
の
、
修
学
旅
行
の
楽
し
か
っ

た
思
い
出
の
夢
を
見
た
り
し
て
、
49
年

前
に
別
れ
分
か
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

ま
ま
で
、
一
度
も
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し

て
な
い
、
食
品
工
業
科
17
Ｆ
Ａ
44
名
の

仲
間
に
、
む
し
ょ
う
に
会
い
た
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
自
分
が
、
ク
ラ
ス
会
の
幹

事
を
か
っ
て
に
拝
命
し
て
、
ク
ラ
ス
会

を
開
催
す
る
こ
と
を
企
て
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
50
年
近
く
経
つ
ま
で
、
音

信
不
通
に
し
て
い
た
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

の
連
絡
先
が
ま
っ
た
く
、
判
ら
ず
状
態

で
、
思
案
し
て
、
同
窓
会
事
務
局
の
田

中
様
に
、
ク
ラ
ス
会
を
50
年
ぶ
り
に
、

第
1
回
の
ク
ラ
ス
会
を
開
き
た
い
と
思

う
の
だ
け
ど
、
17
FA
の
生
き
て
い
る
名

簿
が
な
い
か
、
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、

こ
こ
ろ
よ
く
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
10

名
程
の
古
い
、
名
簿
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
、
名
簿
を
た
よ

り
に
、
電
話
を
掛
け
て
、
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
ひ
と
づ
て
に
、
10
名
の
現
住
所

と
、
電
話
番
号
を
確
保
す
る
こ
と
が
、

で
き
ま
し
た
の
で
、
平
成
27
年
10
月
6

日
（
火
曜
日
）
午
後
1
時
に
、
新
宿
駅

中
央
東
口
徒
歩
3
分
に
あ
る
『
椿
屋
珈

琲
店
』
に
落
ち
合
う
事
と
し
ま
し
た
。

何
人
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま

だ
、
全
容
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
集
ま
っ

た
旧
友
た
ち
と
、
資
料
を
持
ち
寄
り
、

手
分
け
し
て
、
音
信
不
通
に
な
っ
て
い

る
、
友
人
た
ち
の
掘
り
起
こ
し
も
、
是

非
し
た
い
も
の
だ
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
中
工
に
入
学
し

た
と
き
に
、
大
き
な
、
出
来
事
に
遭
遇

し
た
こ
と
を
、
改
め
て
思
い
出
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
団
塊
の
世
代
で
あ
り
、

男
女
平
等
の
教
育
を
受
け
た
申
し
子
が
、

工
業
高
校
と
い
う
、
男
の
牙
城
の
硬
い

鉄
の
扉
を
こ
じ
開
け
て
、
17
期
食
品
工

業
科
に
全
校
で
た
っ
た
一
人
だ
け
の
、

女
子
生
徒
し
て
入
学
し
て
き
た
の
で
す
。

そ
の
人
は
、
ほ
ん
と
に
、
小
さ
く
て
、

可
愛
ら
し
い
、
17
FB
在
籍
の
旧
姓
・
守

田
桂
子
君
で
し
た
。
こ
の
、
守
田
君
の

入
学
が
、
呼
び
水
と
な
り
、
そ
の
翌
年

か
ら
、
女
子
生
徒
が
、
ぞ
く
ぞ
く
と
入

学
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

男
ば
か
り
の
工
業
高
校
か
ら
、
男
女
共

学
の
工
業
高
校
へ
様
変
わ
り
し
た
、
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
、
私
た
ち
17
期
食

品
工
業
科
在
籍
者
は
か
か
わ
っ
て
き
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
守
田
君
の
単
身
女

子
入
学
の
決
意
、
動
機
や
、
そ
の
後
の

学
園
生
活
の
苦
労
話
な
ど
を
、
是
非
聞

く
機
会
も
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。私

た
ち
の
年
代
は
、
仕
事
一
筋
の
生

き
方
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
、
リ
タ
イ
ア
し

て
、
年
金
暮
ら
し
で
、
ほ
そ
ぼ
そ
と
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
入
り

口
に
、
さ
し
か
か
っ
て
い
る
も
の
と
お

も
わ
れ
ま
す
が
、
い
ま
す
こ
し
、
元
気

の
う
ち
に
、
中
工
時
代
の
友
達
と
語
ら

い
、
青
春
時
代
を
思
い
お
こ
し
、
パ
ワ
ー

を
再
注
入
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
、
険
し

い
老
後
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
、

願
っ
て
い
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
17
FA
の
名
簿

発
掘
の
手
が
か
り
を
下
さ
っ
た
、
同
窓

会
事
務
局
の
田
中
正
二
様
に
謹
ん
で
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
石
油
会
社
の
も
と
に
半
世
紀
」
、

８
M
A

樋
口

豊

同
窓
生
に
よ
る
講
演
会
が
三
年
ぶ
り

に
再
開
さ
れ
、
三
月
十
一
日
三
百
余
名

4

講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

中
工
を
卒
業
し
て
か
ら
、
50
年

を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

第
七
回
講
演
会
開
催
さ
れ
る

の
在
校
生
（
三
年
生
を
除
く
）
に
講
演

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
は
外
資
系
の
石
油
会
社
で
潤
滑
油

の
セ
ー
ル
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
四

七
年
間
勤
務
し
、
六
年
前
六
九
歳
で
退

職
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
事
か
ら
、
石
油

産
業
に
於
け
る
半
世
紀
の
技
術
革
新
を

お
話
し
、
ま
た
健
康
で
さ
え
あ
れ
ば
人

間
七
〇
歳
ま
で
働
け
る
と
言
う
事
も
伝

え
た
く
て
演
題
を
「
石
油
会
社
と
共
に

半
世
紀
」
と
し
ま
し
た
。

講
演
の
本
来
の
目
的
は
卒
業
生
の
貴

重
な
体
験
を
伝
え
る
と
言
う
事
で
す
が
、

私
の
仕
事
は
、
「
機
械
メ
ー
カ
ー
と
の

潤
滑
油
の
技
術
折
衝
」
、
「
石
油
製
品

を
納
入
し
て
い
る
顧
客
へ
の
技
術
支
援
」
、

「
代
理
店
へ
の
技
術
支
援
と
技
術
教
育
」

が
主
な
役
割
で
し
た
。

「
新
し
い
知
識
を
学
び
に
来
て
い
る
」

在
校
生
に
は
、
や
ヽ
専
門
す
ぎ
る
私
の

体
験
談
よ
り
は
、
こ
の
半
世
紀
の
石
油

産
業
の
技
術
の
進
歩
に
つ
い
て
の
方
が
、

皆
さ
ん
の
お
役
に
た
つ
の
で
は
と
考
え

て
、
そ
の
お
話
を
主
体
に
し
ま
し
た
。

私
の
石
油
会
社
で
の
四
七
年
は
、

「
安
い
原
油
と
熾
烈
な
石
油
会
社
の
販

売
競
争
」
（
一
九
六
〇
年
代
）
、
そ
し

て
一
転
し
て
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
（
一

九
七
〇
年
代
の
二
度
の
石
油
危
機
で
価

格
高
騰
）
と
「
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

（
一
九
八
〇
年
代
か
ら
資
源
国
が
石
油

を
国
有
化
）
、
そ
し
て
現
在
「
脱
石
油
」

（
新
興
国
の
石
油
消
費
の
増
大
と
共
に

資
源
の
枯
渇
と
価
格
高
騰
）
と
「
環
境

破
壊
」
（
二
酸
化
炭
素
と
地
球
温
暖
化
）

な
ど
、
全
地
球
的
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
起
伏
の
激
し
い
半
世
紀
で
あ
っ
た

と
言
え
ま
す
。

石
油
の
歴
史
は
紀
元
前
か
ら
灯
火
な

ど
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
八
五
九

年
米
国
で
綱
式
機
械
掘
り
に
よ
る
油
井

採
掘
に
成
功
し
て
近
代
石
油
産
業
が
始

ま
り
、
石
油
は
ラ
ン
プ
用
の
灯
油
と
し

て
使
わ
れ
ま
し
た
。
一
緒
に
採
掘
さ
れ

る
ガ
ソ
リ
ン
留
分
は
、
爆
発
的
な
燃
焼

を
伴
う
の
で
、
川
に
捨
て
ら
れ
て
火
災

な
ど
を
起
こ
し
、
く
ず
以
下
の
厄
介
も

の
で
し
た
。

一
八
八
六
年
、
ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー

と
ベ
ン
ツ
が
ほ
ぼ
同
時
に
発
明
し
た
自

動
車
に
よ
っ
て
、
捨
て
ら
れ
て
い
た
厄

介
者
が
エ
ン
ジ
ン
の
燃
料
と
し
て
、
最

も
価
値
の
あ
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
石
油
は
人
類
が
手
に
入
れ
た

最
高
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
単
に
燃

料
に
と
ど
ま
ら
ず
化
学
原
料
と
し
て
も

有
用
で
、
石
油
を
大
量
に
安
く
供
給
す

る
為
に
、
石
油
の
探
査
、
採
掘
、
海
底

油
田
開
発
、
原
油
の
回
収
技
術
、
原
油

の
貯
蔵
、
タ
ン
カ
ー
、
石
油
精
製
な
ど

で
様
々
な
技
術
革
新
が
あ
り
ま
し
た
。

在
校
生
に
お
話
し
し
た
ほ
ん
の
一
端
を

書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
、
石
油
の
探
査
―
①
地
質
探
査
―
石

油
を
含
む
地
層
は
六
億
年
～
六
千
万
年

前
で
、
中
生
代(

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
恐
竜

が
繁
栄)

が
多
く
、
地
層
中
に
含
ま
れ
て

い
る
古
生
物
を
調
べ
て
地
質
年
代
を
測

定
し
ま
す
。
②
資
源
探
査
―
資
源
探
査

観
測
衛
星
の
レ
ー
ダ
ー
で
地
表
の
画
像

を
解
析
し
ま
す
が
、
も
う
人
工
衛
星
に

よ
る
地
表
の
解
析
は
終
わ
り
、
残
っ
て

い
る
の
は
深
海
の
み
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

③
物
理
探
査(

原
理
は
医
療
の
超
音
波
検

診
と
似
て
い
る)

―
地
震
探
査
で
は
人
工

地
震
を
起
こ
し
、
そ
の
地
震
波
を
地
下

に
送
り
、
反
射
し
て
戻
っ
て
来
た
反
射

波
の
エ
コ
ー
を
コ
ン
ピ
ュ
タ
ー
処
理
し
、

地
下
の
三
次
元
断
面
図
を
作
る
こ
と
が

出
来
る
。
そ
の
他
重
力
探
査
、
磁
力(

地

磁
気)

、
超
音
波
探
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

二
．
石
油
の
採
掘
―
回
転
式
ロ
ー
タ
リ
ー

掘
削
機
が
使
わ
れ
、
ビ
ッ
ト(

掘
削
具)

が
磨
滅
す
る
と
取
り
替
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
一
万
メ
ー
ト
ル
の
掘
削
で

は
１
本
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
パ
イ
プ

を
千

本
も
つ
な
ぎ
は
な
し
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
容
易
で
は
な
い
。

三
、
海
底
油
田
開
発
―
陸
上
の
石
油
開

発
の
余
地
が
な
く
な
り
、
東
京
タ
ワ
ー

(

三
三
三
メ
ー
ト
ル)

よ
り
深
い
海
域
で

油
田
を
掘
削
し
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

(

原
油
の
積
み
出
し
基
地)

が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
更
に
二
千
メ
ー
ト
ル
を
超
す

大
水
深
域
で
の
油
田
掘
削
も
し
て
い
ま

す
。

四
、
原
油
の
回
収
技
術
―
原
油
の
自
噴

や
ポ
ン
プ
で
の
汲
み
上
げ
の
回
収
は
二

〇
～
三
〇
％
で
す
。
地
下
に
水
や
ガ
ス

を
押
し
込
む
方
法
で
三
〇
～
四
〇
％
ま

で
、
更
に
水
蒸
気
や
界
面
活
性
剤
を
圧

入
し
て
原
油
の
粘
性
を
下
げ
る
方
法
な

ど
で
四
〇
～
五
〇
％
ま
で
回
収
出
来
ま

す
。

五
、
原
油
の
備
蓄
―
日
本
の
石
油
使
用

量
は
一
日
六
〇
万
Ｋ
Ｌ(

東
京
ド
ー
ム
の

約
半
分)

。
国
家
備
蓄
が
一
〇
〇
日
分
、

民
間
備
蓄
が
七
〇
日
分
で
、
計
一
七
〇

日
分
を
全
国
一
四
ヶ
所
で
備
蓄
。

そ
の
他
、
輸
送
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め

の
「
巨
大
タ
ン
カ
ー
の
出
現
」
。
「
接

触
分
解
装
置
」(

触
媒
の
ゼ
オ
ラ
イ
ト
に

接
触
さ
せ
て
、
重
質
油
を
低
分
子
に
分

解
し
て
ガ
ソ
リ
ン
灯
・
軽
油
を
造
る)

な

ど
石
油
精
製
装
置
の
進
歩
で
輸
入
さ
れ

た
原
油
は
捨
て
る
も
の
が
無
い
ほ
ど
に

利
用
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
潤
滑
油
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
日
本
の
産
業
界
の
い
ろ
い
ろ
の
需

要
家
に
技
術
支
援
を
さ
せ
て
頂
い
た
の

で
す
が
、
一
番
力
を
入
れ
て
い
た
の
が
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
ス
テ
ン
レ
ス
の
圧
延

油
で
、
そ
の
性
能
向
上
に
よ
っ
て
圧
下

率
（
つ
ぶ
す
割
合
）
を
大
き
く
出
来
た

り
、
圧
延
速
度
を
上
げ
る
事
で
増
産

（
顧
客
の
利
益
向
上
）
が
出
来
た
事
な

ど
で
す
が
、
そ
う
し
た
両
業
界
の
卓
越

5
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し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
「
世
界
最
速

の
圧
延
機
に
使
わ
れ
た
圧
延
油
」
と
し

て
日
・
英
・
仏
・
独
・
ス
ペ
イ
ン
語
の

会
社
の
技
術
広
報
誌
で
世
界
に
宣
伝
さ

れ
ま
し
た
。
私
が
直
接
世
界
に
羽
ば
た

い
た
訳
で
な
く
、
広
報
誌
に
載
っ
て
少

し
ば
か
り
世
界
に
羽
ば
た
い
た
だ
け
で

す
が
、
前
途
洋
々
た
る
在
校
生
の
皆
さ

ん
に
は
、
英
語
も
勉
強
し
て
頂
い
て
、

夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
機
会
が
あ
れ
ば

世
界
に
羽
ば
た
い
て
下
さ
る
様
、
祈
念

し
て
講
演
を
終
わ
り
ま
し
た
。

1

A

T
・
T

石
油
の
お
も
な
採
り
方
に
つ
い
て
、
こ

ん
な
に
多
く
の
や
り
方
が
あ
る
の
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
こ
の
講
話
を
聴
い
て
、
中
工
か
ら
、

こ
ん
な
に
す
ご
い
職
業
に
就
職
し
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
同
窓
会
の
方
々

も
、
中
工
に
い
っ
ぱ
い
支
援
し
て
い
て
、

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

1

B

S
・
R

石
油
の
採
り
方
は
、
地
層
の
下
の
方
に

あ
る
ガ
ス
の
か
た
ま
り
や
、
水
を
入
れ

て
浮
い
て
き
た
石
油
を
採
る
こ
と
で
し

た
。
石
油
を
採
る
の
は
、
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
よ
り
深
い
海
域
よ
り
採
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
今
回
、
石
油
に
つ
い
て
の

話
で
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
れ

ど
、
た
だ
燃
や
す
だ
け
の
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
石
油
を
採
る
の
は
大
変

な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

1

C

I
・
S

石
油
を
採
掘
す
る
ま
で
に
は
た
く
さ
ん

の
過
程
が
あ
り
、
一
つ
一
つ
が
と
て
も

重
要
と
い
う
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
社
会
人
に
な
る
上
で
、
と
て
も

貴
重
な
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

1

D

H
・
N

石
油
は
昔
か
ら
あ
り
色
々
な
場
所
か
ら

採
れ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

あ
ま
り
石
油
の
こ
と
な
ど
が
分
か
ら
な

か
っ
た
け
ど
今
回
の
講
話
を
聞
い
て
石

油
の
こ
と
が
少
し
分
か
っ
た
気
が
す
る
。

2 

A 

S
・
A

石
油
の
採
り
方
、
種
類
な
ど
、
も
う
陸

で
は
採
れ
な
く
て
、
海
で
し
か
採
れ
な

い
こ
と
、
資
源
の
大
切
さ
等
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

2

B

I
・
M

海
底
油
田
も
あ
り
、
海
底
に
あ
る
石
油

は
、
い
ろ
ん
な
方
法
で
採
り
出
せ
る
こ

と
を
知
っ
た
。
石
油
は
水
よ
り
軽
い
た

め
、
水
を
入
れ
て
石
油
を
採
り
出
す
方

法
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の

わ
り
に

5

割
ぐ
ら
い
し
か
採
れ
な
い
の
で
残
っ

た
も
の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
。
石
油

が
海
底
に
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ

た
。

ベ
ン
ツ
歴
史
が1

5
0

年
前
か
ら
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
。
昔
の
車
は
木
製
だ
っ
た

の
で
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

2

C

K
・
M

石
油
を
取
り
出
す
方
法
の
説
明
を
聞
い

て
、
そ
の
あ
と
に
そ
の
機
械
の
図
を
見

て
、
色
々
の
取
り
出
し
方
を
教
わ
っ
た
。

石
油
は
と
て
も
大
事
な
資
源
で
あ
る
と

と
も
に
、
環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

2

D

S
・
T

石
油
を
採
る
機
械
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て

す
ご
か
っ
た
で
す
。
水
で
石
油
を
浮
か

し
て
採
る
作
業
を
し
て
い
る
の
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も5

割
く
ら
い

し
か
採
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
、

ど
う
し
て
採
れ
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
学
校
卒
業
の
人
が
こ
う

い
う
仕
事
を
し
て
い
て
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
世
界
に
日
本

の
機
械
が
ま
わ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

2

E

M
・
M

石
油
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
。

い
く
ら
好
き
な
仕
事
に
つ
け
て
も
そ
の

人
の
気
持
ち
や
や
る
気
が
な
い
と
長
く

勤
め
て
い
く
の
は
大
変
だ
と
思
う
。
樋

口
さ
ん
み
た
く
、
み
ん
な
が
こ
う
い
う

仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
、

気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
に
人
前
で
話
す

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
た
。
人
前
で

あ
ん
な
に
話
せ
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。

今
回
の
同
窓
会
講
話
は
こ
れ
か
ら
の
た

め
に
も
話
を
聞
け
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

「
食
べ
物
の
香
り
を
つ
く
る
」

1
0
F

角
田

一

「
講
演
内
容
」
（
H
26
・
12
・
24

開
催
）

１
．
香
り
が
類
人
猿
を
人
類
に
進
化
さ

せ
た
理
由
に
つ
い
て

6

生
徒
の
感
想
文

第
八
回
講
演
会
開
催
さ
れ
る
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し
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圧
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延
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仏
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独
・
ス
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語
の

会
社
の
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で
世
界
に
宣
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ま
し
た
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私
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直
接
世
界
に
羽
ば
た
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な
く
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広
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り
世
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羽
ば
た
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た
だ
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で
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前
途
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た
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在
校
生
の
皆
さ
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に
は
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英
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勉
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望
を
持
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、
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世
界
に
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た
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祈
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、
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に
多
く
の
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あ
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の
だ
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と
思
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ま
し
た
。
勉
強
に
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ま
し
た
。

今
回
こ
の
講
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を
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、
中
工
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ら
、

こ
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に
す
ご
い
職
業
に
就
職
し
て
い
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の
だ
と
思
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た
。
同
窓
会
の
方
々

も
、
中
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に
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っ
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支
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し
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、

す
ご
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な
と
思
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ま
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た
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、
水
を
入
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て
浮
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た
石
油
を
採
る
こ
と
で
し
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。
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を
採
る
の
は
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エ
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ル

塔
よ
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深
い
海
域
よ
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採
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
今
回
、
石
油
に
つ
い
て
の

話
で
言
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は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
れ

ど
、
た
だ
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や
す
だ
け
の
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
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た
。
石
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を
採
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大
変
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要
と
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こ
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ら
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会
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に
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る
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で
、
と
て
も

貴
重
な
話
を
聞
か
せ
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も
ら
い
ま
し
た
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1

D
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は
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か
ら
あ
り
色
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な
場
所
か
ら

採
れ
る
と
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が
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た
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な
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ど
今
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の
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を
聞
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て
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と
が
少
し
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た
気
が
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石
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方
、
種
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、
も
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、
海
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し
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採
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、
資
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の
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切
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等
、
勉
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し
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海
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も
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、
海
底
に
あ
る
石
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は
、
い
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ん
な
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で
採
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こ
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め
、
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を
入
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て
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を
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出
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方

法
が
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と
を
知
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し
た
。
そ
の

わ
り
に
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割
ぐ
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し
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採
れ
な
い
の
で
残
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た
も
の
は
も
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た
い
な
い
で
す
。
石
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が
海
底
に
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ

た
。

ベ
ン
ツ
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前
か
ら
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
。
昔
の
車
は
木
製
だ
っ
た

の
で
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

2

C

K
・
M

石
油
を
取
り
出
す
方
法
の
説
明
を
聞
い

て
、
そ
の
あ
と
に
そ
の
機
械
の
図
を
見

て
、
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の
取
り
出
し
方
を
教
わ
っ
た
。

石
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は
と
て
も
大
事
な
資
源
で
あ
る
と

と
も
に
、
環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
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る
の
だ
と
思
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。
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を
採
る
機
械
が
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い
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て
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で
す
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で
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を
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し
て
採
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作
業
を
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る
の
を
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り
ま
し
た
。
そ
れ
で
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し
か
採
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
、

ど
う
し
て
採
れ
な
い
の
だ
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う
と
思
い

ま
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た
。
こ
の
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卒
業
の
人
が
こ
う

い
う
仕
事
を
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て
い
て
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
世
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に
日
本

の
機
械
が
ま
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れ
ば
い
い
で
す
ね
。

2

E
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M

石
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に
つ
い
て
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し
く
お
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し
を
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て

く
だ
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た
。

い
く
ら
好
き
な
仕
事
に
つ
け
て
も
そ
の

人
の
気
持
ち
や
や
る
気
が
な
い
と
長
く

勤
め
て
い
く
の
は
大
変
だ
と
思
う
。
樋

口
さ
ん
み
た
く
、
み
ん
な
が
こ
う
い
う

仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
、

気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
に
人
前
で
話
す

こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
た
。
人
前
で

あ
ん
な
に
話
せ
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。

今
回
の
同
窓
会
講
話
は
こ
れ
か
ら
の
た

め
に
も
話
を
聞
け
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

「
食
べ
物
の
香
り
を
つ
く
る
」

1
0
F

角
田

一

「
講
演
内
容
」
（
H
26
・
12
・
24

開
催
）

１
．
香
り
が
類
人
猿
を
人
類
に
進
化
さ

せ
た
理
由
に
つ
い
て

6

生
徒
の
感
想
文

第
八
回
講
演
会
開
催
さ
れ
る

１
―
１
．
山
火
事
が
教
え
て
く
れ
た
食

べ
物
を
美
味
し
く
す
る
秘
訣
に
つ
い
て

古
代
よ
り
枯
木
と
枯
木
の
摩
擦
や
火
山

等
に
よ
っ
て
山
火
事
が
発
生
し
、
そ
こ

で
焼
け
死
ん
だ
動
物
の
肉
は
香
ば
し
い

香
り
が
発
生
し
、
ま
さ
に
現
代
の
焼
肉

の
美
味
し
さ
が
再
現
さ
れ
、
ま
た
、
木

の
実
や
野
菜
の
味
も
熱
が
加
わ
っ
た
こ

と
に
よ
り
一
層
お
い
し
く
さ
せ
た
こ
と

に
よ
り
、
猿
人
の
味
覚
を
一
変
さ
せ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

１
―
２
．
火
の
発
見
が
二
足
歩
行
の
要

因
と
な
る

火
の
発
見
に
至
っ
た
類
人
猿
は
調
理
へ

の
分
野
へ
と
進
出
し
、
前
足
は
食
べ
物

を
運
ん
だ
り
、
食
欲
か
ら
く
る
調
理
の

た
め
に
動
か
す
現
代
人
の
手
と
な
っ
た

た
め
、
後
ろ
足
は
移
動
す
る
手
段
の
た

め
だ
け
の
も
の
と
な
り
、
こ
の
こ
と
か

ら
二
足
歩
行
の
人
類
の
祖
先
が
誕
生
す

る
と
こ
ろ
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

１
―
３
．
火
の
発
見
が
脳
を
巨
大
化
さ

せ
、
人
類
へ
の
道
を
開
く

火
の
発
見
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
生
の
食

材
の
香
気
物
質
が
ロ
ー
ス
ト
臭
や
旨
味

と
な
り
、
類
人
猿
の
食
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

は
膨
大
な
数
に
広
が
り
、
摂
取
す
る
タ

ン
パ
ク
質
、
ア
ミ
ノ
酸
、
脂
肪
、
炭
水

化
物
、
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム
等
の

種
類
は
増
え
続
け
、
そ
の
食
べ
物
に
よ
っ

て
猿
人
の
脳
は
巨
大
化
し
同
時
に
脳
機

能
も
発
達
し
、
猿
人
の
本
能
に
基
づ
い

て
動
く
脳
は
次
第
に
考
え
る
あ
し
と
い

わ
れ
る
人
類
の
脳
へ
と
進
化
を
見
せ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
さ
に
香
り
の
お
い

し
さ
が
猿
人
を
人
類
へ
と
進
化
さ
せ
る

原
動
力
と
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
く
、
香
り
な
く
し
て
人
類
の
誕
生

は
あ
り
得
ず
、
現
在
も
香
料
（
香
気
物

質
）
は
人
類
の
大
き
な
財
産
と
な
っ
て

い
る
。

２
．
香
料
（
香
り
）
が
商
品
作
り
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
業
界
に
つ

い
て

２
―
１
．
菓
子
・
食
品
業
界
に
つ
い
て

菓
子
類
の
な
か
で
も
特
に
チ
ュ
ー
イ
ン

ガ
ム
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
ド
リ
ン
ク
類
の

売
上
は
、
実
は
そ
れ
ら
の
商
品
に
使
用

さ
れ
て
い
る
香
料
が
品
質
を
左
右
し
、

香
料
を
作
る
調
香
技
術
者
の
腕
が
メ
ー

カ
ー
の
運
命
を
握
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

２
―
２
．
化
粧
品
業
界
に
つ
い
て

化
粧
品
の
効
能
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

購
入
時
に
重
要
視
さ
れ
る
の
が
香
り
で

あ
り
、
そ
の
香
り
は
調
香
技
術
師
の
高

い
技
術
力
が
必
要
で
あ
り
、
売
上
げ
に

直
接
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

２
―
３
．
医
薬
品
業
界
に
つ
い
て

医
薬
品
全
体
の
約4

0
%

が
、
皆
さ
ん
ご
存

じ
“
フ
ァ
イ
ト
一
発
”
の
宣
伝
で
有
名

な
栄
養
ド
リ
ン
ク
で
あ
り
、
そ
の
味
は

香
料
が
な
く
て
は
と
て
も
飲
め
た
も
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

２
―
４
．
香
料
業
界
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
菓
子
・
食
品
、
化
粧
品
、

医
薬
品
、
タ
バ
コ
、
ガ
ス
の
ニ
オ
イ
に

至
る
ま
で
、
香
料
会
社
の
調
香
技
術
者

の
作
っ
た
香
料
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

分
析
技
術
の
発
達
し
た
現
代
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
ニ
オ
イ
を
再
現
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

３
．
香
料
開
発
技
術
者
の
業
務
内
容

３
―
１
．
パ
フ
ュ
ー
マ
ー
と
フ
レ
ー
バ
ー

リ
ス
ト

調
香
技
術
師
は
化
粧
品
系
の
パ
フ
ュ
ー

マ
ー
と
、
食
品
系
の
フ
レ
ー
バ
ー
リ
ス

ト
に
分
か
れ
て
お
り
、
前
者
は
香
水
か

ら
シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ
ン
ス
、
栄
養
ク
リ
ー

ム
、
洗
剤
、
柔
軟
剤
な
ど
の
商
品
の
香

り
開
発
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
後
者

は
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
、

ド
リ
ン
ク
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ビ
ス

ケ
ッ
ト
等
の
菓
子
類
か
ら
、
ハ
ム
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
等
の
畜
産
品
、
さ
ら
に
は
酒
類
、

調
味
料
に
至
る
ま
で
の
香
り
開
発
が
主

体
業
務
と
な
っ
て
い
る
。

３
―
２
．
最
終
商
品
の
知
識
と
開
発
技

術菓
子
・
食
品
化
粧
品
に
使
用
さ
れ
る
基

材
配
合
の
特
性
や
、
加
熱
を
伴
う
製
造

条
件
に
よ
っ
て
香
料
の
品
質
は
変
化
を

し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
の
で
、
調
香

技
術
師
は
、
こ
の
点
に
十
分
留
意
し
て

開
発
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
。

４
．
日
本
フ
レ
ー
バ
ー
・
フ
レ
グ
ラ
ン

ス
学
院
卒
業
生
の1

人5

役
の
技
術
に
つ

い
て

４
―
１
．
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
の
調
香
技
術

の
習
得

香
水
や
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
石
鹸
、
ク
リ
ー

ム
、
洗
剤
等
の
香
り
を
開
発
す
る
技
術

を
習
得
す
る
。

４
―
２
．
フ
レ
ー
バ
ー
の
調
香
技
術
の

習
得

ド
リ
ン
ク
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
、
キ
ャ

ン
デ
ィ
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
等
の
香

り
を
開
発
す
る
技
術
を
習
得
す
る
。

４
―
３
．
化
粧
品
の
配
合
と
製
造
技
術

の
習
得

シ
ャ
ン
プ
ー
、
石
鹸
、
ク
リ
ー
ム
、
フ
ァ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
、
乳
液
等
を
開
発
す
る

技
術
を
習
得
し
、
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
開
発

技
術
と
組
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
高

品
質
の
商
品
を
開
発
す
る
技
術
を
習
得

す
る
。

４
―
４
．
菓
子
・
食
品
の
配
合
と
製
造

技
術
の
習
得

ド
リ
ン
ク
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
、
キ
ャ

ン
デ
ィ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
等
を
開
発

す
る
技
術
を
習
得
し
、
フ
レ
ー
バ
ー
開

発
技
術
と
組
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

高
品
質
の
商
品
を
開
発
す
る
技
術
を
習

得
す
る
。

４
―
５
．
分
析
調
香
技
術
の
習
得

さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
や
花
の
香
り
を
専

門
の
分
析
機
器
で
分
析
し
、
そ
の
香
り

を
再
現
し
て
あ
ら
ゆ
る
商
品
へ
応
用
す

7
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る
技
術
を
習
得
す
る
。

５
．
一
般
社
団
法
人
日
本
調
香
技
術
師

検
定
協
会
に
つ
い
て

５
―
１
．
調
香
技
術
師

1

級

・
香
料
会
社
に
お
い
て
、
即
戦
力
と
し

て
活
躍
出
来
る
技
術
を
有
す
る
。

・
香
料
会
社
に
お
け
る
調
香
師
年
数
と

し
て
7
年
以
上
と
同
等
の
調
香
力
を
有

す
る
。
化
粧
品
・
食
品
会
社
の
研
究
・

開
発
部
門
で
は
香
料
の
み
な
ら
ず
製
品

（
ベ
ー
ス
）
の
配
合
迄
作
製
で
き
、
ヒ
ッ

ト
商
品
を
生
み
出
す
実
力
を
有
す
る
。

５
―
２
．
調
香
技
術
師

２
級

・
香
料
会
社
に
お
い
て
、
一
人
立
ち
の

出
来
る
調
香
師
の
少
し
手
前
の
技
術
力

を
有
す
る
。

・
香
料
会
社
に
お
け
る
調
香
師
年
数
と

し
て
4
年
以
上
と
同
等
の
調
香
技
術
力

を
有
す
る
。

・
香
料
会
社
に
お
い
て
、
技
術
営
業
を

一
人
で
推
進
で
き
、
会
社
に
利
益
を
運

べ
る
力
を
有
す
る
。

・
化
粧
品
・
食
品
会
社
の
研
究
・
開
発

部
門
で
は
技
術
者
の
一
員
と
し
て
香
料

の
み
な
ら
ず
製
品
（
ベ
ー
ス
）
の
配
合

迄
開
発
で
き
る
実
力
を
有
す
る
。

５
―
３
．
調
香
技
術
師

３
級

・
香
料
会
社
に
お
い
て
、
見
習
い
程
度

の
技
術
力
を
有
す
る
。

・
香
料
会
社
に
お
け
る
調
香
師
年
数
と

し
て
2
～
3
年
程
度
の
調
香
技
術
力
を

有
す
る
。

1
A

N
・
K

味
を
感
じ
て
い
る
の
が
舌
で
は
な
く
鼻

と
い
う
事
が
と
て
も
驚
い
た
。
又
、
類

人
猿
が2

足
で
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
の
も

匂
い
や
食
べ
物
に
よ
る
も
の
と
分
か
り

進
化
の
為
に
香
り
と
い
う
の
が
大
切
な

の
だ
と
い
う
風
に
感
じ
た
。

1
C

M
・
R

香
り
を
発
見
し
た
の
が
類
人
猿
で
、
そ

の
き
っ
か
け
で
人
類
が
進
化
し
た
こ
と
。

類
人
猿
が
火
を
発
見
し
て
そ
の
き
っ
か

け
で
香
り
が
出
た
の
は
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
キ
ャ
ン
デ
ー
、
ド
リ
ン
ク
な

ど
は
味
覚
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
香

り
（
鼻
）
も
必
要
だ
と
知
り
ま
し
た
。

鼻
を
つ
ま
め
ば
味
が
し
な
い
の
が
分
か
っ

た
気
が
し
ま
す
。

1
D

S
・
M

香
り
に
は
ク
レ
グ
ラ
ン
ス
と
ク
レ
ー
バ
ー

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
山
火

事
で
類
人
猿
が
人
類
に
進
化
し
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
山
火
事
で
焼
け
死

ん
だ
動
物
の
肉
を
ゴ
リ
ラ
や
猿
が
食
べ

て
料
理
す
る
こ
と
を
お
ぼ
え
た
事
が
分

か
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
ク
レ
グ
ラ
ン

ス
は
化
粧
品
な
ど
で
ク
レ
ー
バ
ー
が
食

べ
物
香
り
に
使
わ
れ
て
い
る
事
が
分
か
っ

て
良
か
っ
た
で
す
。

1
E

I
・
N

匂
い
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
嗅
覚
が
あ
る
の
と
な
い
の
と
で

味
ま
で
も
分
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
食
べ
物
を
美

味
し
く
す
る
の
に
匂
い
は
欠
か
せ
な
い

も
の
だ
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
A

S
・
S

分
析
技
術
の
発
達
し
た
現
在
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
匂
い
を
再
現
で
き
る
こ
と
知
っ

た
こ
と
。

香
料
が
人
間
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
物

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

2
B

U
・
A

香
り
が
人
間
に
と
っ
て
、
ど
う
関
係
し

て
い
て
、
そ
の
重
要
性
を
少
し
だ
け
知

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
普
段
は
あ
ま

り
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
香
り
に
少
し

だ
け
注
意
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

2
C

N
・
K

古
代
よ
り
枯
木
と
枯
木
の
摩
擦
や
火
山

等
に
よ
っ
て
山
火
事
が
発
生
し
、
そ
こ

で
焼
け
死
ん
だ
動
物
の
肉
は
香
ば
し
い

香
り
が
発
生
し
、
現
代
の
焼
肉
の
美
味

し
さ
が
再
現
さ
れ
猿
人
た
ち
の
味
覚
を

変
え
た
と
い
う
事
が
学
べ
た
。

2
D

N
・
M

人
間
は
匂
い
無
し
で
は
誕
生
し
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
食
べ
物
が
あ
っ

た
か
ら
今
の
人
類
の
姿
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
移
動
し
た
り
す
る
た
め
後
ろ
足

が
二
足
歩
行
に
使
わ
れ
る
た
め
今
の
形

に
な
っ
た
の
を
知
っ
た
。
匂
い
に
つ
い

て
も
っ
と
詳
し
く
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

3
A

S
・
A

香
り
の
起
源
は
私
が
思
っ
て
い
た
よ
り

も
ず
っ
と
昔
だ
っ
た
の
で
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。
ミ
ン
ト
香
り
も
シ
ャ
ネ
ル
の
香

り
も
ち
ゃ
ん
と
調
べ
て
や
れ
ば
作
れ
る

の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

3
C
 

K
・
H

人
類
の
進
化
に
香
料
が
関
係
し
て
い
た

こ
と
。
食
品
と
香
り
、
匂
い
の
関
係
の

こ
と
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
進
化
の

話
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
匂
い
が

8

生
徒
の
感
想
文
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る
技
術
を
習
得
す
る
。

５
．
一
般
社
団
法
人
日
本
調
香
技
術
師

検
定
協
会
に
つ
い
て

５
―
１
．
調
香
技
術
師

1

級

・
香
料
会
社
に
お
い
て
、
即
戦
力
と
し

て
活
躍
出
来
る
技
術
を
有
す
る
。

・
香
料
会
社
に
お
け
る
調
香
師
年
数
と

し
て
7
年
以
上
と
同
等
の
調
香
力
を
有

す
る
。
化
粧
品
・
食
品
会
社
の
研
究
・

開
発
部
門
で
は
香
料
の
み
な
ら
ず
製
品

（
ベ
ー
ス
）
の
配
合
迄
作
製
で
き
、
ヒ
ッ

ト
商
品
を
生
み
出
す
実
力
を
有
す
る
。

５
―
２
．
調
香
技
術
師

２
級

・
香
料
会
社
に
お
い
て
、
一
人
立
ち
の

出
来
る
調
香
師
の
少
し
手
前
の
技
術
力

を
有
す
る
。

・
香
料
会
社
に
お
け
る
調
香
師
年
数
と

し
て
4
年
以
上
と
同
等
の
調
香
技
術
力

を
有
す
る
。

・
香
料
会
社
に
お
い
て
、
技
術
営
業
を

一
人
で
推
進
で
き
、
会
社
に
利
益
を
運

べ
る
力
を
有
す
る
。

・
化
粧
品
・
食
品
会
社
の
研
究
・
開
発

部
門
で
は
技
術
者
の
一
員
と
し
て
香
料

の
み
な
ら
ず
製
品
（
ベ
ー
ス
）
の
配
合

迄
開
発
で
き
る
実
力
を
有
す
る
。

５
―
３
．
調
香
技
術
師

３
級

・
香
料
会
社
に
お
い
て
、
見
習
い
程
度

の
技
術
力
を
有
す
る
。

・
香
料
会
社
に
お
け
る
調
香
師
年
数
と

し
て
2
～
3
年
程
度
の
調
香
技
術
力
を

有
す
る
。

1
A

N
・
K

味
を
感
じ
て
い
る
の
が
舌
で
は
な
く
鼻

と
い
う
事
が
と
て
も
驚
い
た
。
又
、
類

人
猿
が2

足
で
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
の
も

匂
い
や
食
べ
物
に
よ
る
も
の
と
分
か
り

進
化
の
為
に
香
り
と
い
う
の
が
大
切
な

の
だ
と
い
う
風
に
感
じ
た
。

1
C

M
・
R

香
り
を
発
見
し
た
の
が
類
人
猿
で
、
そ

の
き
っ
か
け
で
人
類
が
進
化
し
た
こ
と
。

類
人
猿
が
火
を
発
見
し
て
そ
の
き
っ
か

け
で
香
り
が
出
た
の
は
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。
キ
ャ
ン
デ
ー
、
ド
リ
ン
ク
な

ど
は
味
覚
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
香

り
（
鼻
）
も
必
要
だ
と
知
り
ま
し
た
。

鼻
を
つ
ま
め
ば
味
が
し
な
い
の
が
分
か
っ

た
気
が
し
ま
す
。

1
D

S
・
M

香
り
に
は
ク
レ
グ
ラ
ン
ス
と
ク
レ
ー
バ
ー

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
山
火

事
で
類
人
猿
が
人
類
に
進
化
し
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
山
火
事
で
焼
け
死

ん
だ
動
物
の
肉
を
ゴ
リ
ラ
や
猿
が
食
べ

て
料
理
す
る
こ
と
を
お
ぼ
え
た
事
が
分

か
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
ク
レ
グ
ラ
ン

ス
は
化
粧
品
な
ど
で
ク
レ
ー
バ
ー
が
食

べ
物
香
り
に
使
わ
れ
て
い
る
事
が
分
か
っ

て
良
か
っ
た
で
す
。

1
E

I
・
N

匂
い
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
嗅
覚
が
あ
る
の
と
な
い
の
と
で

味
ま
で
も
分
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
食
べ
物
を
美

味
し
く
す
る
の
に
匂
い
は
欠
か
せ
な
い

も
の
だ
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
A

S
・
S

分
析
技
術
の
発
達
し
た
現
在
で
は
、
あ

ら
ゆ
る
匂
い
を
再
現
で
き
る
こ
と
知
っ

た
こ
と
。

香
料
が
人
間
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
物

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

2
B

U
・
A

香
り
が
人
間
に
と
っ
て
、
ど
う
関
係
し

て
い
て
、
そ
の
重
要
性
を
少
し
だ
け
知

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
普
段
は
あ
ま

り
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
香
り
に
少
し

だ
け
注
意
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

2
C

N
・
K

古
代
よ
り
枯
木
と
枯
木
の
摩
擦
や
火
山

等
に
よ
っ
て
山
火
事
が
発
生
し
、
そ
こ

で
焼
け
死
ん
だ
動
物
の
肉
は
香
ば
し
い

香
り
が
発
生
し
、
現
代
の
焼
肉
の
美
味

し
さ
が
再
現
さ
れ
猿
人
た
ち
の
味
覚
を

変
え
た
と
い
う
事
が
学
べ
た
。

2
D

N
・
M

人
間
は
匂
い
無
し
で
は
誕
生
し
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
食
べ
物
が
あ
っ

た
か
ら
今
の
人
類
の
姿
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
移
動
し
た
り
す
る
た
め
後
ろ
足

が
二
足
歩
行
に
使
わ
れ
る
た
め
今
の
形

に
な
っ
た
の
を
知
っ
た
。
匂
い
に
つ
い

て
も
っ
と
詳
し
く
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

3
A

S
・
A

香
り
の
起
源
は
私
が
思
っ
て
い
た
よ
り

も
ず
っ
と
昔
だ
っ
た
の
で
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。
ミ
ン
ト
香
り
も
シ
ャ
ネ
ル
の
香

り
も
ち
ゃ
ん
と
調
べ
て
や
れ
ば
作
れ
る

の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

3
C
 

K
・
H

人
類
の
進
化
に
香
料
が
関
係
し
て
い
た

こ
と
。
食
品
と
香
り
、
匂
い
の
関
係
の

こ
と
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
進
化
の

話
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
匂
い
が

8
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食
品
に
ど
う
や
っ
て
関
係
し
て
い
る
か
、

匂
い
に
つ
い
て
ア
バ
ウ
ト
に
知
っ
て
い

た
け
ど
、
も
っ
と
詳
し
く
聞
け
て
、
と

て
も
興
味
が
沸
き
ま
し
た
。

3
D

N
・
H

火
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
類
人
猿
は
人

間
に
進
化
し
、
さ
ら
に
豊
な
食
事
に
よ
っ

て
脳
が
さ
ら
に
発
達
さ
せ
た
と
い
う
事

を
知
り
ま
し
た
。

豊
か
な
食
事
、
美
味
し
い
食
事
が
脳
を

刺
激
さ
せ
発
達
さ
せ
た
の
な
ら
、
人
間

は
よ
り
刺
激
を
与
え
れ
ば
今
よ
り
さ
ら

に
発
達
す
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

3
E

K
・
M

香
料
に
は
フ
レ
グ
ラ
ン
ス
と
フ
レ
ー
バ
ー

と
い
う
香
り
が
あ
っ
て
、
フ
レ
グ
ラ
ン

ス
は
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
に
使
わ
れ
、

フ
レ
ー
バ
ー
は
菓
子
や
食
べ
物
に
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

1
7
M
A

西
村
満
郎

昭
和
4
2
年
3
月
に
卒
業
以
来
、
皆

と
会
っ
て
い
な
い
か
ら
「
会
い
た
い
な

あ
～
」
と
の
事
で
、
仙
台
の
猿
橋
君
よ

り
連
絡
頂
き
ま
し
て
、
平
成
10
年
11
月

3
日
の
中
工
祭
で
参
集
致
し
ま
し
た
。

9
名
の
元
気
な
顔
を
拝
見
致
し
ま
し
て

野
方
駅
近
く
の
居
酒
屋
で
飲
み
喰
い
致

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
毎
年
開
催
と
の
事
で
、
都
度

幹
事
は
決
め
て
、
今
尚
現
在
も
進
行
致

し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
平
成
26
年
11
月
8
、
9
日

三
浦
半
島
の
割
烹
旅
館
「
立
花
」
で
開

催
致
し
ま
し
た
。
着
い
た
当
日
よ
り
、

ま
ぐ
ろ
三
昧
の
料
理
で
満
悦
し
、
昔
話

で
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。
翌

日
は
各
自
船
で
島
巡
り
や
ら
朝
市
を
見

物
、
購
入
し
た
り
し
て
、
解
散
致
し
ま

し
た
。

幹
事
の
佐
藤
君
は
、
卒
業
生
42
名
に

対
し
、
住
所
判
明
者
21
名
に
ハ
ガ
キ
を

送
付
、
そ
し
て
10
名
の
参
加
で
し
た
。

未
だ
住
所
不
明
者
が
居
ま
す
の
で
、
今

回
の
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
か
っ
た
方
は
、

幹
事
の
佐
藤
君
に
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

(

紙
面
を
借
り
て)
先
輩
や
後
輩
諸
君
が

気
付
い
た
ら
、
佐
藤
君
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

荒
川
君
、
川
口
君

私
は
未
だ
1
年

の
時
の
顔
や
、
姿
、
恰
好
を
強
烈
な
印

象
を
持
っ
て
覚
え
て
い
ま
す
。
連
絡
く

だ
さ
い
。

「
連
絡
先
」

〒
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平成26年度事業報告

活動目標であった

1 同窓会会報の発行。10月25日に発行する事が出来きました。

講演会の開催。 12月24日に開催する事が出来ました。

2. 行事（催し事）。

（1）平成26年4月8日 母校入学式 3名出席 於:母校体育館

（2） 4月13日 役員会 11名出席 於:母校校長室

25年度収支決算及び26年度予算案、総会開催に関する検討

（3） 6月8日 26年度同窓会総会 23名出席 於:ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟﾚｽﾎﾃﾙ

（4） 6月9日 体育祭 2名出席 於:母校校庭

（5） 8月2日 役員会 6名出席 於:母校校長室

会報・ 講演会開催に関する検討

（6） 9月20日 役員会 10名出席 於：母校校長室

会報・講演会開催に関する検討

（7） 10月25・26日 中工祭（卒業生の歩み出展） 於：母校

会報発送する

(8) 12月24日 講演会開催 10名参加 於:母校体育館

講師：10F 角田一さん 題目：食品の香料について

（9） 2月8日 新春交歓会 23名出席 於:ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟﾚｽﾎﾃﾙ

（10) 3月7日 母校卒業証書授与式 3名出席 於：母校体育館

平成26年度収支決算書

収入の部

入会金 102.000. 3.000.×34名

会 費 558.000. 2.000.×279名

寄附金 216.000. 寸志も含む

臨時会費 174.650. 総会（懇親会）、新春交歓会

預金利子 171.

小 計 1.050.821.

前期繰越金 717.669.

合 計 1.768.490.

支出の部

行事費 11.658. 中工祭、講演会

懇親会費 193.384. 総会（懇親会）、新春交歓会

会議費 7.268. 役員会

通信費 106.425.

会報費 670.304. 会報印刷、発送料

同窓会入会記念品費 50.220. 校章、同窓会名入りバスタオル

体育祭参加賞費 95.580. レポート用紙

事務用品費 6.515.

振込み手数料 39.029.

小 計 1.180.383.

次期繰越金 588.107. 内訳 三菱東京 198.325.

合 計 1.768.490. ゆうちょ 銀行 368.910.

現 金 20.872.

収支決算について上記の通り報告致します。

平成27年4月11日 会計 中村 真一㊞ 会計 渡邊 修也㊞

収支決算について関係書類を監査した結果、適正に処理されている事を認めま

す。

平成27年4月18日 会計監査 西村 満郎㊞ 会計監査 江野下 健二㊞

平成27年度事業計画（案）

基本計画

基本的には前年度を踏襲するが、さらに親睦を深め母校への支援を強化して

いく。

新入会員の増員を図る活動を強化するとともに、会費増収活動を図る。

会報の発行、中工祭（文化祭）に「卒業生の歩み」の展示を充実して行く。

1. 同窓会会員の親睦を一層深めるため、おおいにアピ－ルをする。

2. 同窓会会報の発行。

3. 講演会の定時開催。

4. ホームページの更新強化。

5.行事（催し事）。

（1）母校入学式（4月7日）（同窓会より3名出席済み）

（2）平成27年度定時総会（6月7日）

（3）母校体育祭（6月上旬）

（4）母校文化祭（中工祭）（10月下旬）卒業生の歩み出展

（5）講演会（12月下旬）

（6）新春交歓会（2月上旬）

（7）母校卒業証書授与式（3月上旬）

（8）役員会の随時開催（2ヶ月に1回程度）

平成27年度収支予算（案）

収入の部

会 費 600.000. 2.000.×300名

寄附金 220.000.

臨時会費 175.000. 総会（懇親会）、新春交歓会

入会金 105.000. 3.000.×35名

前期繰越金 588.107.

合 計 1.688.107.

支出の部

行事費 12.000. 中工祭、講演会

懇親会費 195.000. 総会（懇親会）、新春交歓会

会議費 10.000. 役員会

通信費 110.000. 各種案内、その他

会報費 670.000. 会報印刷、発送料

事務用品費 10.000.

同窓会入会記念品代 55.000.

体育祭参加賞費 95.000.

振込み手数料 40.000.

予備費 491.107.

合 計 1.688.107.

平成27年度総会資料
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